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研究した結果をまとめたもので，第 l 部 4 章と第 2 部 4 章とからなっている。







第 4 章は，電源脱落 lこともなう電力系周波数の低下を解析し，自動負荷制限の方法について検討を
加えている。





第 3 章では，関西電力の 275KV 系統について，安定度の点からみたノレープ系統のありかた，旦側
外輪線の構成，事故時の系統分離の方法などを検討している。
第 4 章は，電力系統の信頼度改善の立場から考えた系統連系のありかたと事故時の緊急処置につい
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て述べている。
最後にむすびとして筆者の研究成果を要約している。
論文の審査結果の要旨
最近の電力系統は非常に大きくなり複雑化している。したがって，その構成および運用をあやまる
と大停電事故を引き起す。
筆者は複雑な電力系統を解析するためのディジタル計算機による計算手法を開発し， それによう
て，超高圧電力系統の安定度を解析し，大巾に電源が脱落した時の自動負荷制限，系統連系の分離な
どの方法を明らかにしている。
電力系統の事故を絶対に無くすことは，ほとんど不可能である。筆者はこれらの事故を統計的に解
析し，事故を大きな停電事故に発展せしめないための種々の対策を提案している。
さらに，昭和40年に関西地方に発生した大停電事故の状況とその原因を詳細に検討・し，その当時の
系統の弱点を明らかにし，その対策を示している。
以上のように本論文は，電力系統の計画ならびに運用上大いに貢献しているものであり，博士論文
として価値あるものと認める。
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